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１７日間の冬休みが終わり、三学期が始まりました。良いスタートを切るには、体が元気でいることが

一番大事だと思います。東京都では、溶連菌感染症が警報レベルの流行となりました。引き続き基本的な

感染対策をし、三小の子が大きな病気やけがなく健康に過ごせますように。 

 

生活リズム点検表を配ります。～睡眠・朝食・歯磨き・メディア・運動～  

 冬休み中に崩れてしまった生活リズムを元に戻したり、自分の生活習慣を 

見直したりするために、休み明けの生活リズム点検を行います。 

 

 期間：1月１１日（木）、１２日（金）、１５日（月）、１６日（火）の 4日間。 

１８日（木）までに点検表を提出してください。保護者の方からのコメ 

ントもご協力お願いします。 

 

１月の保健行事予定 

１１日（木） １年生  

１２日（金） ２年生、そよかぜ  

１５日（月） ３年生 

１６日（火） ４年生、5年生 

１７日（水） ６年生 

 

下着は、一年中いい仕事をします。  

 寒さによる体温低下を防ぐには、「皮膚からできるだけ近いところに、動かない空気の層を作ること」

が重要です。素肌にトレーナーを着るより、素肌に下着を着た方が、皮膚と衣類の間の空気が温まったま

ま移動せず、体が温まります。ぜひ、下着の着用をお願いします。 

学校でおなかが痛いという子の中に、トレーナーの下に何も着ていなかった 

り、ダウンジャケットの下が Tシャツ一枚で、裾をズボンやスカートに入れて 

いない状態だったり、ということがあります。重ね着で上手に冬の防寒をしま 

しょう。  

 

 

 

左記の日程で、保健指導と身体計測を行う予

定です。身体計測の結果は「健康カード」に記入

し、後日配付します。成長の様子を確認し、押印

しましたら学校に提出をお願いします。 

 

下着のはたらき（春夏） 

 汗を素早く吸収して乾燥させる。→体の

中に熱がこもりにくく、体温上昇を防ぐ。 

 普段より１サイズ大きめのものを着る

と、素肌に密着せず通気性や速乾性が高ま

る。 

下着のはたらき（秋冬） 

 体温を逃さずに保温する。吸湿性が高く、清

潔な状態でいられる。 

 小さなサイズだとおなかや背中が出やすくな

り、大きなサイズだと温かい空気が逃げてしま

うので、ジャストサイズのものを着るとよい。 



おしゃれ障害について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おしゃれ障害の例 

おしゃれの種類 心配されるトラブル 

染毛・ヘアカラー 

多くの化学物質が使われており、かぶれ（接触性皮膚炎）をおこす。頭皮

が赤くなったり、かゆくなったりする。かくことで浸出液が出たり、皮がむ

けたりすることもある。このような症状は、使いはじめは何ともなくても、

使っているうちに突然起こる。よって、早くから使い始めない方がよい。 

色付きリップクリーム・

メントール入りリップク

リーム 

 着色料や香料が原因で、唇やその周りがかぶれたり、黒く 

なったりする。メントールによるかぶれ・黒ずみを起こす人 

も少なくない。 

 シンプルなものを使うのがベスト。 

化粧水・乳液 

使用後に皮膚がヒリヒリしたり、赤くなったりしたら、 

自分に合っていない証拠なので、使わない。 

まぶたを二重にする道

具・まつ毛を上向きにす

る道具（ビューラー） 

接着剤や金属部分が原因でまぶたがかぶれる。 

目の周りの皮膚は他の部分に比べて６倍も薄く 

弱いので、かぶれやすく、目立ってしまう。 

ピアス 
 皮膚に直接穴を開けるため、細菌感染により化膿することがある。また、

金属アレルギーを起こしやすい。金属アレルギーは治りにくく、一生続いて

しまうことが多い（ネックレスやベルトの金具などでも反応してしまう）。 

さらに、ピアスをしてしばらくして「しこり」ができることがある（ピア

スケロイド）。 

マニキュア 

 繰り返しの使用や、除光液の使い過ぎなどで、爪が乾燥 

しすぎて傷む。また、爪が長いと、爪の内側に細菌がたまり 

清潔ではなく、けがをする恐れもあるので、爪は長く伸ばさ 

ない。 

香り 
柔軟剤、スプレーなどのにおいがきついと、頭痛や吐き気など具合が悪く

なる人がいる。 

参考：おしゃれによる障害（神奈川県医師会）、おしゃれ障害（岡村理栄子編著）、少年写真新聞 

おしゃれには、心がうきうきしたり、自分に自信がついたりするといった良い効

果があります。一方で、おしゃれをすることで体に悪い影響を及ぼすこともありま

す。成長期の未発達な段階にある子供の体への悪影響は成人に比べて大きくなりま

す。見た目のよさだけでなく、体への影響、将来に続く影響もふまえて、おしゃれ

を考えていきたいものです。 

子供の皮膚はバリア機能が未熟なため刺激を受けやすく、化学物質の影響を受け

やすいです。また、一度アレルギーを起こすと治りにくいです。大人になってから

自由におしゃれを楽しむためにも、子供のうちは、清潔と保湿を心がけ、健康でい

ることが一番ではないでしょうか。 


